
木質オフィスビルの設計
Form

B1F　:　地下駐車場

1F　:　エントランス , 運営部門 , レストラン
2F　:　エントランス , 受付 , カフェ

4-8F　:　複合オフィス

駐車場出入口 駐車場内部

北面 , 西面道路の 2 方向から出入りできる EV より 1F に直接アクセス

レストラン内部

一般の方々も利用できるレストラン

カフェ

地域の人々の憩いの場に

オフィス外部 コワーキングスペース

自然を感じ休憩する場 異業種間交流の場

3F　:　カフェ＆バー , ショールーム

カフェ＆バー

テイクアウトし、自由に飲食できる

ショールーム

木材製品の展示・販売を行っている
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秋田
フォーラス

西武

敷地周辺は低層な住宅が入り混じる街並み

人通りが少なく閑散としている

人が集まり経済が回る構造を作っていく必要がある

Location Concept Structure

Security

屋外テラスからオフィスの上下階・内部を自由に移動できるが、貸しオフィスのエリアは関係者
以外立ち入りを禁止することでセキュリティー面で考慮を行った。

屋外テラスにショールームを隣接させることで貸しオフィス部分のショールームに侵入可能とし、
商品販売や展示をすることができ、地域の人々に発信できる場とした

Process
従来のビル 層に角度をつける 提案

同調のフロアが積層
堅く重たい印象

異なる角度のフロアが積層
空き空間が生まれる

人々の憩いの場へ
柔らかく軽い印象へ

Eco sysytem
太陽光

太陽光が吹き抜けにより
ビル全体へ行きわたる

天窓採用

開口部が自動制御により
開閉され空気が循環

ショールーム
ミーティングルームは、商品販売・展示
として利用できるショールームへと可変する

Office sysytem

貸しオフィス コワーキングスペース

異業種交流ができる環境を
常に提供するスペース

小規模なオフィスを期限付きで
安い料金で貸し出すオフィス

企業 起業家

フリーランス

大学生

貸しオフィス

オフィス A

オフィス B

オフィス B

コワーキング
スペース

可動間仕切り

可動間仕切りを設けることで ...

・ベンチャー企業

・地域団体   etc...

小規模なオフィスを期限付きで
安い料金で貸し出すことを可能にした

ショールームを設けることで ...

ショールーム ミーティングルーム

活動の広報 実際に働く姿

コワーキングスペース 大きく 4 つのグループで構成し、異業種交流の場へとした

共有 異なる職種の人々の情報交換の場

誘発 カフェなどの空間がきっかけで
新たなコミニュニティーを生み出す場

休息
休息する場。自然を感じ、

また交流する場

集中 個人またはグループで集中作業
及び議論を行う場

Connect
上下階の繋がり

屋外テラスを上下階で階段でつなげる

＜内部＞と＜外部＞を自由に移動でき、行き止まりが少なくなる

移動

空間に奥行きが生まれる

視線 高さレベルの違う屋外テラスを設ける

テラス越しに視線を交わすことができる

お互いの気配を感じ、人々の交流のきっかけに

内外間の繋がり

滞留 屋外テラスにテーブル・椅子を設ける

人々の滞留行為が発生し、内外空間の一体性が強くなる

空間に広がりを与える

屋外テラス同士を階段でつなげる

CLT 工法＋コンクリートを採用

複合オフィスビルを提案

車路スロープ勾配

勾配 14%

車路スロープ勾配

勾配 14%

男子
トイレ

多目的
トイレ

女子
トイレ

ロッカー（事務室）

控室（事務室）

事務室

ロッカー（レストラン）

控室（レストラン）

調理場

倉庫材料庫

レストラン

2F

デッキテラス

受付（カフェ）

カフェ

倉庫
男子

トイレ

多目的
トイレ

女子
トイレ

控室（カフェ）
ロッカー（カフェ）

待合スペース

受付

ATM

カフェ & バー

男子
トイレ

女子
トイレ

ショールーム

ショールーム

ショールーム

ショールーム

ショールーム

：人の動線
：人の視線
：一体性

　秋田県は、少子高齢化や人口減少が進んでおり、若者の都会への流失も止まらない
現状がある。そんな中でも新たなビジネスを試みる起業家の人々が存在する。しかし、
起業家達が支援なしで成功するには難しい現状がある。そこで、起業家やフリーランス
大学生などの人々が一般企業とオフィスを共存することにより、交流の場が増え、
相乗効果が得られるオフィスビルを提案する　

フリーランス

起業家

大学生 一般企業

共存

屋外テラス コワーキングスペース

UP

UP

UP

UP

UP

UP

可動間仕切り

人の動線

ショールーム

関係者以外
立ち入り禁止エリア

侵入可能エリア

貸しオフィス
コワーキング

スペース

木材

Background

・火に弱い

・地震に弱い というイメージ
大規模建築に向かないと思われている

しかし、近年では CLT 工法など建築技術が向上。世界的に大規模建築が計画

日本でも法改正がされ、耐火構造であれば、大規模建築物が建てられる

そこで今回 “木質オフィスビル” を提案

CO₂吸収
ストレス

低減

地球に
優しい

木の
ぬくもり

肌ざわり
特有の
匂い

壁

外壁側 内壁側

コンクリートCLT 工法 提案

CLT の間にコンクリートを打設する
ことにより高い耐力・断熱性を有する

厚い外壁側の CLT は遮音性・断熱性に
寄与する

床

強化石膏ボード

CLT

コンクリート

フリーアクセスフロア

LVL 補強リブ コンクリートが圧縮力を負担することで
床振動にも配慮したロングスパンが実現

耐火性能を有するため下面に強化石膏
ボードを採用した

フリーアクセスフロアとすることで
自由なレイアウトが可能に

令和元年度 木材利用提案コンクール　最優秀賞　白川 光聖（秋田工業高等専門学校）



令和元年度 木材利用提案コンクール　優秀賞　鈴木　悠（秋田県立大学）



スキマをつなぐまちの家具

五城目産の農作物を使った
in 五城目朝市in 五城目朝市あさまんまカフェあさまんまカフェ

令和元年度 木材利用提案コンクール　優秀賞　田口 元香

令和元年度 木材利用提案コンクール　優秀賞　田口 元香（秋田工業高等専門学校）



CONCEPT　
いまも茅葺屋根の残るこの集落では、かつて結の精神の下、住民がみんなで家を築き、水を引き、地を耕し、集落全体が共生した暮らしていた。
そして、その文化の象徴・拠り所であったのが、茅葺屋根が演出する空間と、それと共にある原風景である。
その風景には、懐かしさや心地よさなど、人の心を少なからず揺り動かすものがある。
しかし、秋田では高齢化が進み、集落だけで茅葺の空間や原風景を維持するのは年々困難になっている。
一方で海外にも、独自の茅葺文化が発達しており、現在では技術訓練・職業訓練として日本の茅葺文化は注目を集めている。
そこで、この秋田の集落において、茅葺文化に価値観のある人々が新たな住民として共生する、新たな集落での生き方と空間を提案する。
住民は “結の精神” を背景に、文化を自分の暮らしとして、拠り所を持ち、生き方を見つけていく。

SITE - 秋田県 羽後町 軽井沢・蒐沢・温水沢地区の集落 -　

SYSTEM- 自然の循環システムと茅葺空間の保存方法 -

秋 田 の 茅 葺 文 化 の 暮 ら し
- 結の精神 -

集落では人々がお互い助け合うことで、
集落をつくり上げていた

一人ひとりの “結の精神” が共生を生み、
集落としての在り方や可能性を見い出す

“結の精神” は集まることで、
茅葺空間を作り上げていく

そこでの暮らしや原風景を生み出し、
生きる意味を与えているのだ

海 外 の 茅 葺 文 化 の 暮 ら し
茅葺文化は、日本だけではなく、

東アジア・欧州・アフリカ等
その国の精神により、

神的・娯楽的・都市的文化が、
暮らしの中に存在する

現在、欧州では茅葺の好況にあり、
日本での茅葺空間と原風景の暮らしや

技術訓練・職業訓練として、
日本の茅葺文化は注目されている

多 文 化 共 生 の 暮 ら し

共生する精神、“結” を失った集落に
新たな住民が暮らすことで、

多文化共生が行われる

住民は “結の精神” を再解釈し、
集落でのあ新たな生き方を
文化として、見つけていく

×

PLAN

〇伝統的集落の再建築

〇現状：茅葺空間と共にある原風景
秋田県南部に位置し、人口約 15,000 人の羽後町。山間部には明治 40 年から建てられている茅葺の古民家が多く残っており、日本の原風景を
感じさせる集落がある。しかし、羽後町には現在 60 軒ほどの茅葺屋根の古民家があり、そのうち 1/3 が既に空き家になっている。今後も所有
者の高齢化によって維持困難が見込まれ、原風景と共にある茅葺き屋根の空間は失われつつある。
〇各地区の原風景の要素《風土性・歴史性》
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〇自然の循環システム：サステイナブルな建築材料「茅」

〇空き茅葺空間
【A,B,D 邸】

構造：
木造、入母屋屋根＋切妻屋根

内部空間：
キッチン、ダイニング、トイレ、風呂、
囲炉裏、和室、縁側

【C 邸】

構造：
木造、入母屋屋根

内部空間：
「薪」を入れる薪小屋や「茅」を入れる
茅小屋 . かつては、モミを貯蔵していた

LANDSCAPE/DESIGN - 結の景観 -

〇結の空間から構成される集落のカタチ

軽井沢地区

２

1

２

かつて住民が上流に土手を築き、温水と
貯水のためにため池をつくった。
鯉、小魚、蛙等が生息している。

地形は西から東に向かって傾斜であり、
段々になっている。主な原風景は棚田が
広がる眺めとなっている。

蒐沢地区

４

３

傾斜を上ると、B,C 邸、小屋がある。
東側は A 邸周辺の景色が一望できる。

豊作のため、田畑と山の境に山の神様が
祀られている。

温水沢地区
５

６

D 邸には小屋、B,C 邸へと通じる道がある。
菜の花、タンポポ、スイセンが咲く。

田畑や道、傾斜地に底まで透き通るよう
な水がせせらぎの音を立てながら流れて
いる。

かつて蒐沢地区周辺では、民俗芸能、
「番楽 ( ばんがく )」があった。
番楽は秋田、山形での名称で、鳥海
町平根・八木山の系統と言われ、戦
前は大変盛んだったという。また民
謡踊りも盛んで、番楽とともに村最
大の娯楽でだった。

温水沢地区には、温泉の水源地があ
る。
明治 45 年以降から茅葺や農業と共
に結の精神の下にあった。
温泉は、水源地から空間を作り出し、
集落の中に結のコミュニティとして
存在していた。 配置図兼 1 階平面図　S=1:800
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ため池は A 邸へ
生活用水として水を引き、
観賞用と食用の鯉を育てる

池に寄り添う親水空間

空き家の向かいにある
田畑を農業体験として

利用する

菜の花が広がる小道は、
小屋と結の道により包み込まれる

傾斜地により空間が広がる
結の屋根と道の上からは

集落全体を眺めることができる

茅貯蔵空間

【A.B.C 邸】

住む＋宿

宿
住民と共に海外や県外から
訪 れ る 人 々 の た め の 宿 を
A , B , C 邸 の 和 室 に 設 け る
そこは住民の暮らしと茅葺
を 通 し て 繋 が っ て お り 、
宿 泊 者 は 住 民 と 共 に
暮らすことで、生き方を学ぶ

【D 邸】

住む＋温泉

ゆ
かつての温泉の地で温泉宿として再建
温泉では人々の疲れを癒し、そこで行
われるコミュニティが彼らの心を結ぶ

F1　温泉
　　シャワールーム
　　脱衣所
　　くつろぎスペース

【B.C 邸】

住む＋食・農業

農食

集落の生業として農業や山
菜があるが、体験として、
住民とのコミュニティを築

いていく
また、そこで育てた・採れ
たモノを集落の台所として

食堂を設ける

F1　農作業スペース
　　食堂
　　くつろぎスペース
　　宿

【A 邸】

住む＋歴史
歴

茅葺文化を学ぶ場として、
入居者のための職業訓練の

ための空間を設ける
歴史・風土を学ぶ場として、
既存の古民家に歴史館を
道に沿って番楽や民謡踊り
のための準備空間を設ける

F1　工房
　　歴史館
　　番楽準備空間
　　宿

廃棄された茅葺は畑の
たい肥として利用する

使われなくなった畑で茅を育てる 茅を束にする 使われなくなった小屋に茅を貯蔵

①育てる ②加工する ④干す③貯蔵する

⑤葺き替える 差し茅

茅葺師により茅葺屋根を葺き替える
葺 き 替 え る 屋 根 面 に 対 し て 、
作業スペースのための仮設を設ける
吹き替え方法は、「差し茅」を採用

い ろ には

外壁

峠

劣化している部分を取り除き、新しい茅を葺いていく

古い茅を叩き落とす 切り茅 茅を差し込む 刈り込み（仕上げ）

木

「茅を干す空間」「新・茅葺空間」

屋上テラス

住民と茅葺師で茅葺を葺く
case1 case4case3case2

“結の屋根”

劣化している茅葺と内部空間に対し、茅葺屋根の延長空間を設ける。
結の屋根は、住民が職業訓練として茅葺空間を作るための実験的空間とする。
広がる茅葺屋根に対して、厚み・重なりにグラデーションを与える。
内部空間は茅葺の持つ温度調節が機能しており、茅葺と共に快適さが広がる。
内部は連続的な茅葺空間が広がり、内と外との緩やかな繋がりを持たせる。
茅葺のグラデーションは、住民による茅の葺き替えの職業訓練によって生まれる。

保存 継承

夏季～冬季

26~20 ℃

℃

夏季～冬季

24~18 ℃

“結の道”劣 化 し て い る
茅葺・内部空間

夏季～冬季

30~20 

保存 継承継承

“結の道”

各地区の原風景の要素を道で繋ぐ。
結の道は、それぞれの古民家に二階のレベルで且つ、傾斜のある地形に沿って高さを変化させ、段階的な
空間を作り出す。よってシークエンスが生まれ、生活の中のプライベートとパブリックが緩やかに繋がる。
高さを利用して、両端に茅葺を干すことで、カーテン的な仕切りができ、集落全体に一体感を作り出す。

- 結と茅葺の里 -
秋田の集落における人々を繋ぐ結の空間と茅葺空間の提案

集落で暮らすことで文化となる “結の精神”
住民は生き方を考え、暮らしを作り、共生していく

結の道 - 内部空間 結の道 - 親水空間

結の道 - 外部空間

A-Aʼ 断面図

C-Cʼ 断面図

B-Bʼ 断面図

令和元年度 木材利用提案コンクール　特別賞　舘岡 浩志（秋田工業高等専門学校）


